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摘要：本調査では遺伝的多様性に配慮した個体群保全や植生復元

に向けた地理的な遺伝変異の把握のため，大雪山の旭岳姿見の池

と高原温泉に自生するエゾコザクラの葉緑体ゲノム trn L
（UAA）3 ’ exon - trn F（GAA）領域と atp B - rbc L 領域の遺
伝変異の有無を調べた。その結果，旭岳姿見の池の 17個体，高
原温泉の 14個体で塩基配列を決定できた。両領域で多型が検出
され，その組み合わせから 4種のハプロタイプが確認された。さ
らに，調査地で存在するハプロタイプやその出現割合に差がある

ことが明らかになった。 
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1. はじめに 

 エゾコザクラ（Primula cuneifolia var. cuneifolia）はサク
ラソウ科サクラソウ属の多年生草本である。エゾコザクラの

分類には様々な見解があるが，エゾコザクラを母種，ハクサ

ンコザクラ（Primula cuneifolia ssp. hakusanensis）とミチ
ノクコザクラ（Primula cuneifolia ssp. heterodonta）をエゾ
コザクラの亜種と一般的には位置付けられている 9)。エゾコ

ザクラは北海道における高山の雪田跡や湿った草地に群生し

ており，大雪山のお花畑では主役の花の一つである。一方，

エゾコザクラは現在レッドデータブックに希少種として登録

されている 3)。希少種は絶滅の危険度はまだ低いが，生育環

境の変化などにより，絶滅の危険度が高まっていく可能性が

ある。希少種が地域的に減少した場合，景観や生物多様性を

維持するため，個体群保全や植生復元が検討される。これま

での個体群保全や植生復元では種の多様性に力点が置かれて

きた。しかし，種にはそれぞれの地域に適応した対立遺伝子

またはその組み合わせがあるため，それが同種であっても別

の場所から簡単に個体移動してよいとは限らず，他地域ある

いは飼育系統個体の移動がその地域個体群の存続や生き方に

悪影響を与える恐れがある 5)。また，長期的に生物多様性を

保全するためには，種が分化する条件を維持することが重要

である。遺伝的な交流の機会が増えることは多様性の減少に

つながるとされている 10)。これらのことから，個体群保全や

植生復元を行う際には遺伝的多様性への配慮が求められ，個

体数が減少し絶滅の危険度が高まる前に地理的な遺伝変異の

差を把握しておく必要がある。エゾコザクラにおける葉緑体

ゲノムの遺伝変異に関する研究には Fujii et al. 1, 2) の報告が

見られる。しかし，この報告は系統地理学的視点で調査した

ため，各調査地での調査個体数が少なく，地理的な遺伝変異

の差を把握するには至っていない。 
 そこで，本調査では Fujii et al. 1, 2) の行った調査地のうち

大雪山に着目し，調査地を 2ヶ所に，各調査地での調査個体
数を 20 個体とし，大雪山におけるエゾコザクラの葉緑体ゲ
ノムの遺伝変異の把握を試みた。 

2. 材料ならびに方法 

 材料を 2015年 7月 24日に北海道上川郡東川町の旭岳姿見
の池で，2015 年 8 月 5 日に北海道上川郡川上町の高原温泉
で採取した（図-1）。登山道周辺に群生しているエゾコザク
ラから 20 個体を選び，各個体から葉を 1 枚採取し，-80 ℃
で保存した。 
 

 
図-1 大雪山におけるエゾコザクラの遺伝変異の調査地 
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